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１．研究計画の概要 
 
 モホの岩石学的実体を明らかにし，その形
成過程を解読することを目的とする。そのた
めに，海洋底，島弧での物性的な不連続面を
形成していると思われるガブロ（マフィック
岩）／かんらん岩，および蛇紋岩／かんらん
岩境界の実体およびそれらの形成の岩石学
的過程を理解する。 
（２）海洋底を理解するために，オフィオラ
イトにおけるこれらの境界，特にガブロ／か
んらん岩境界の多様性と形成過程を詳しく
検討する。 
（２）島弧では，マフィック〜超マフィック
捕獲岩（特にそれらの複合捕獲岩）を用いて
ガブロ（マフィック・グラニュライト）と超
マフィック岩の境界の成因を明らかにする。
（３）オフィオライトのモホ〜最上部マント
ル部に産するクロミタイトという岩石のマ
ントル・ダイナミクスの指示者としての重要
性を検討する。この指標はモホ形成などの海
嶺過程を理解する上で極めて重要である。 
 
２．研究の進捗状況 
 
以下のことが判明している。 
（１）北部オマーンオフィオライトにおいて，
モホ遷移帯付近をいくつかの代表的なワジ
（枯れた川）沿いに詳細に調査した。その結
果，モホ遷移帯は岩石学的に極めて多様性が
大きいことが判明した。マントル・ハルツバ
ーガイトから層状ガブロの下端までの距離
（深さ）（＝モホ遷移帯の厚さ）は１０m 強
から２００m 程度まである。モホ遷移帯は，
ほぼダナイトからなり，上位のガブロ近くで

のみウェールライトとなる。また，モホ遷移
帯中では，ガブロ質のバンド（しばしばネッ
トワーク状）が見られるが，ほぼガブロの層
状構造に平行である。そして，ガブロバンド
の出現頻度はガブロに近づくにつれて高く
なる。モホ遷移帯中では，鉱物の化学組成も
規則的な変化を示す。かんらん石の Fo 値お
よび NiO 量は減少し（それぞれ，91 から 84，
0.4 から 0.2 重量％），スピネルの Cr#および
TiO2 量は上昇する（それぞれ，0.5 から 0.6，
0.1 以下から 1 重量％）。これらの特徴は，マ
ントル・ハルツバーガイトと MORB メルト
の反応で説明可能である。すなわち，モホ遷
移帯は巨大な反応帯であるということがで
きる。モホ遷移帯から MORB と平衡にある
（単斜輝石の組成の上で）ハルツバーガイト
が発見された。このかんらん岩は MORB メ
ルトによりマントル・ハルツバーガイトが改
変されたことが明らかとなった。 
（２）日本列島およびカムチャツカ弧の下部
地殻〜上部マントル由来と思われる捕獲岩
を検討した。初生的なモホはマグマ活動によ
り，超マフィック集積岩とマフィック集積岩
の境界として形成され，その後のマグマ活動
および変成作用（特に，かんらん石ガブロ→
スピネル・グラニュライトの変化）により常
に改変され続けている。 
（３）クロミタイトのうち，超高圧クロミタ
イトはリサイクル起源であると考えられる。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 オマーン・オフィオライトにおけるモホ
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（遷移帯）の岩石学的実体がはっきりし，そ
の多様性および生成過程も明らかになりつ
つある。これにより目的の重要な部分は達成
したことになる。特にモホの多様性は重要で，
今後のマントル掘削において掘削地点を選
定する際，および掘削結果を予測する際に重
要な情報となる。また，モホ遷移帯の研究を
通じて，そこに多産するクロミタイトの新た
な重要性を再認識したことは，今後の展開，
特にマントル掘削における新たなターゲッ
トの設定に貢献するであろう。クロミタイト
のうち。ダイヤモンド等の超高圧鉱物を産す
る超高圧クロミタイトは深部リサイクル起
源であることを提唱できた。マントル掘削で，
クロミタイトを得られる確率は高くはない
が，海洋底から超高圧クロミタイトを発見す
る可能性を示唆する。超高圧鉱物のいくつか
は炭素を含んでおり，全地球カーボン循環解
明に対する貢献も期待される。 
 ただ，島弧におけるモホは大変複雑であり，
詳細な検討はまだこれからである。この点に
関しては，今後の一層の努力が必要であると
考える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
（１）前述のように，島弧のモホ解明を強化
したい。カムチャツカ弧のシベルチ火山，西
南日本弧の高島，黒瀬，東北日本弧の目潟の
捕獲岩を検討する。 
（２）モホ遷移帯に多産するクロミタイトを
再検討し，マントルダイナミクスの新たな指
標（トレーサー）として使用できるかどうか
を検討したい。そのために，２種類のクロミ
タイト（調和性および非調和性）の本質的な
差異の解明したい。オフィオライトもオマー
ンだけでなく，原生代のパンアフリカン・オ
フィオライトも対象として加えたい。 
（３）オマーン・オフィオライトにおいては，
上部マントルを詳しく調査し，MORB メルトの
生成場を特定したい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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